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設計期間：2011 ～ 17年　 　工事期間：2015 ～ 17年

マギーズセンターバーツは、ロンドンの中心地にあるセ
ントバーソロミュー病院の中庭にあります。訪問した9月
8日当日は、閉館直前の短い時間でしたがボランティアス
タッフでもある建築家Diana Jowseyさんに案内をしてい
ただく事ができました。彼女はチャールズ・ジェンクスの
教え子でもあります。

広い敷地にある他の
マギーズと異なり、敷地
の制約から3階建である
こと、歴史的な石造建築
の増築という特徴があ
ります。外皮はドイツ製
の特殊な艶消しホワイ
トガラスで、内部はほん
わかと温かな光につつ
まれた優しい空間にカ
ラ―ガラスが元気を与
えてくれます。構造は竹
をイメージした入れ子
構造で、内装にも竹が多
様されています。カウン
セリング室では音の反響
が心配されたようですが、
厚みのあるカーテンやサ
ウンドマスキングで解決
したとの事。1階のラウン
ジには大きなテーブルと
オープンなキッチンが置
かれていました。
マギーズの特徴とし
て、家具備品を含むイン
テリアもデザイナーが
コーディネートし、気持
ちの良い空間を提供し
ています。その状態を保
つのもなかなか労力が
かかるのだとか。3階の
中庭に加え、来年はグラ
ンドフロアに、中庭を増
築する計画です。

マギーズセンターを御存じですか
イギリスの造園家マギー・ケズウィック・ジェンクス
―夫は建築評論家のチャールズ・ジェンクス―が、二人の子
供を残して53歳で亡くなったのは1995年でした。1988年
にマギーは乳がんの宣告を受けたマギーは大きな恐怖に
かられます。「癌になるということは、地図とコンパスも
持たずに飛行機からパラシュートで敵地に降りていくよ
うなもの」。彼女が望んだのは、病院からいつでも行ける
我が家のような空間と、患者側に立った信頼できる情報を
得ることでした。マギーは、入院していたエジンバラのウ
エスタン総合病院の敷地内に、そうした場所の完成を目指
しましたが、完成したのは、1996年マギーが亡くなった翌
年のことでした。
マギーズセンターは、患者はもちろん、その家族、友人
ら誰もがいつでも訪れる事ができ、がん専門の看護師への
相談や心理療法士によるカウンセリングを無料で受ける
事ができるがん患者支援施設です。センターの設計にも
マギーの考えが反映されています。まず、受付がなく、予
約もなし。完全無料で利用できるため、患者としてでなく
一人の人間としてセンターに入ることができます。どの
マギーズセンターにも大きなテーブルとキッチンがあり、
お茶を飲みお菓子を食べながら他の人たちと話ができ、自
分ひとりではないと感じられる空間があります。ひとり
で泣いても大丈夫なようにトイレには顔を洗って化粧直
しをするスペースがついています。
　　　　マギーが残した建築の大きな柱
  1、自然光が入り、内部は明るいインテリアとする。
  2、安全な中庭がある。
  3、空間はオープンに。
  4、運営オフィスから空間の全てが見える。
  5、オープンキッチンがある。
  6、セラピー用の個室がある。
  7、暖炉と水槽がある。
  8、一人になれるトイレがある。
  9、規模は約280㎡。
10、建築デザインは自由に。

1996年のエジンバラでの開設以降、ジェンクス夫妻と
親交のあった建築家たち―フランク・ゲーリー、ザハ・ハ
ディド、黒川紀章など―も協力し、今では全英に19カ所、
2017年には東京マギーズセンターが開設されました。
参考資料：GA DOCUMENT 146号、新建築 2017年12月号
Maggie’s HP   https://www.maggiescentres.org/

建築が生きる喜びを呼びさます  イギリスのがん患者支援施設
マギーズセンター Maggie’s cancer caring centers 訪問記
 広島支部　神岡　千春
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CPD認定プログラム（11～12月の広島県内実施分） 2019年10月8日現在

日  時 プログラム名 単  位 主　催 連絡先
11／16 令和元年度  広島県ヘリテージマネージャー養成講習会⑥ 6 広島県建築士会 082－244－6830
11／22 講習会「基礎から学ぶ力率改善と高調波抑制対策」 3 電気設備学会 03－6206－2720
11／28 優良工事表彰獲得の戦略と戦術～工事成績80点突破と課題克服～ 6 インターウェーブ 099－812－0677
11／30 令和元年度  広島県ヘリテージマネージャー養成講習会⑦ 6 広島県建築士会 082－244－6830
12／ 3 2019年度日本建築学会支部共通事業「建築基礎構造設計指針」改定講習会【広島会場】 6 日本建築学会 082－243－6605
12／ 3 平成31年基準  公共建築工事積算基準の解説【建築工事編】 4 建築コスト管理システム研究所 03－3434－1530
12／ 4 一級／二級／木造建築士定期講習（6D－04） 6 広島県建築士会 082－244－6830
12／ 4 平成31年基準  公共建築工事積算基準の解説【設備工事編】 4 建築コスト管理システム研究所 03－3434－1530
12／ 5 令和元年度被災建築物応急危険度判定士講習会 3 広島県建築士会 082－244－6830
12／ 5 建設キャリアアップシステム説明会（広島）12／ 5 2 建設業振興基金 03－5473－4586
12／ 7 第13回鋼構造シンポジウム「床スラブの横補剛効果について  －簡単に求める方法－」 2 日本建築学会 082－243－6605
12／12 監理技術者講習 6 広島県建築士会 082－244－6830
12／13 水の都ひろしまシンポジウム“太田川とともに歩む広島のまちづくり” 3 日本建築学会 082－243－6605
12／14 令和元年度  広島県ヘリテージマネージャー養成講習会⑧ 6 広島県建築士会 082－244－6830
12／20 コンクリート施工におけるリスクマネジメント 6 インターウェーブ 099－812－0677

日　　時：令和元年11月16日（土）13：30 ～ 15：00
定　　員：30名（申込先着順　締切は11月12日）
問 合 先：尾道支部　事務局　TEL : 0848-23-5300
　　　　　　　　　　　　　　FAX : 0848-23-8499
CPD認定 :２単位

尾道市新本庁舎建設工事現場見学会（3回目） ―今回は、庁舎建物完成直前の状況を見学します―

尾道支部

万田発酵 HAKKOゲート
万田発酵が一般公開し
ている「HAKKOパーク」
はHAKKO（発酵）を学
べるテーマパークとして昨
年夏、しまなみ海道サイク
リングロードに面する因
島工場敷地内にオープン
した。この会社の代表的
な商品「万田酵素」の研究過程や、製造過程が学べる
「HAKKOパークガイドツアー」や、実際に植物用万
田酵素を使って栽培している野菜や果物などの畑を
見学できる。
受付のある「HAKKOゲート」は全面壁ガラス張りの鉄
骨造で3枚のなだらかなアーチ屋根が重なり合い、屋根
と屋根の隙間のハイサイドライトで広い空間の採光を確
保している。外観のシルエットは海に浮かぶしまなみを
連想させる。建物の中には、海とガーデンが見渡せる気
持ちのいいカフェがあり、畜産・植物用万田酵素を与え
て育てた豚や野菜を使ったカレー等の軽食が食べられ
る。また、万田発酵の商品を購入できるショップもある。しまなみ海道のドライ
ブやサイクリングの際には一度お立ち寄りしてみてはいかがでしょう。

●住所・場所 ：〒722-2192  広島県尾道市因島重井町5800-95
●利用料金 ：無料
●ホームページ ：http://hakkopark.com/
●営業時間 ：10：00 ～17：00 （カフェ営業 10：00 ～16：30）
　　　　　　　　　　　　　　　〈ランチ 11：00 ～14：00〉　

好きなけんちくの中で、美味しいものを頂く－こんなに
たのしいことはありませんね。このコーナーでは、ミニ
情報をお伝えします。 尾道支部　米田　雅治

安全で安心な住まいづくりをサポートします。
◆
◆
◆
◆
◆

建築確認・検査
住宅性能評価
フラット35適合証明
長期優良住宅技術審査
低炭素建築物技術審査

◆
◆
◆
◆
◆
◆

住宅かし担保責任保険
省エネ関連業務
すまい給付金サポート
リフォーム評価ナビ
地域型住宅グリーン化事業申請窓口
ベターリビングリフォーム審査業務

指定確認検査機関・登録住宅性能評価機関

URL:http://www.hkjc.co.jp

本社

営業所

〒730-0013  広島市中区八丁堀15-10
TEL（082）228-2220  FAX（082）228-2231
〒720-0034  福山市若松町8-22
TEL（084）928-3979  FAX（084）928-3974

株式会社 広島建築住宅センター
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表紙写真について
サンポービル

●設計・監理／有建築研究所　担当：満野　有　中道　紀之

●施 工／安藤・間　担当：本谷　圭一　丸山　大樹

●所 在 地／広島市中区袋町6－51

●用 途／事務所、レストラン、カルチャースクール

●構 造 規 模／RC造　地上7階

●敷 地 面 積／384.00㎡

●建 築 面 積／280.51㎡

●延 床 面 積／1,657.27㎡

●竣 工 日／2017年2月

広島市中心部の商業集積地、通称「ウラブクロ」に位置し、レストラン・

カルチャースクールを併設した企業のヘッドオフィスである。広島市地区

計画に則り前面道路から建物を約4mセットバックし、コンクリートプラン

ターの植栽とベンチのあるオープンテラスとした。これに面した各階に大

きなガラス面やテラスを設け、立体的に街に開かれた建物としている。

各階の庇や通りと直行した奥行方向の杉板打放しの壁面が、人々の視

線を建物内に導く。開口から見える軒や天井、内部の人の動きや店内の

様子がファサードとなり、まちとの一体感を創りだしている。

広島、とりわけ中心部のこの場所に愛着を感じてここにヘッドオフィスを

構える建築主とともに「まちに開く」というテーマで建築を考えることによ

り、通りに憩いを与え、まちの活性化のきっかけとなり、ひいては建築主の

フラッグシップになる建物を目指した。
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女性委員会セッションに参加して「和の空間の魅力を探る…ふたたび」 女性委員会委員長　武内　盟子
日本建築士会連合会女性委員会では、平成28年から魅力

的な「和の空間」の公開事例を各県から集め、昨年、平成30
年9月に「魅力ある和の空間ガイドブックWEB版」として
連合会HPにアップしています。
今年はその中から、北海道、青森県、福岡県、そしてわが

広島県が事例紹介を担当しました。来年は、福岡県が全国
女性建築士連絡協議会開催地であり、広島県も第63回建築
士会全国大会の開催地ということで、魅力をたっぷりPR
させていただきました。
広島県のパネリストは、女性委員会前委員長の野口さん

です。彼女が作成したガイドブック掲載事例から、鞆の浦
の「太田家住宅」と尾道の「耕三寺潮聲閣」を紹介しました。
建設時の時代背景や今日まで刻まれてきた建物の歴史に加
え、わかり易くまとめたパワーポイントでの魅力紹介、そ
して広島県事業の「ひろしまたてものがたり」や「フェスタ」
も合わせて紹介、セッションに参加されたみなさんは広島

北海道大会のエクスカーションは、大会式典翌日の9月
22日に函館市内3コース、江差、ニセコ・小樽の各方面の5
つのコースで開催されました。広島からは54名が参加し、
参加コースの状況は、函館市内を止とした3コースが圧倒
的に多く46名でした。これは、今回は開催場所が函館市と
いうことで、時間的な制約のため、長距離のコースが敬遠
されたのではないかと思います。いずれのコースも地元の
建築物、まち並みのすばらしさを全国へ伝えたいとの地元
建築士の意気込みを感じられるものでした。参加者の反省

大会前日20日PM、会場で広島ブースの設営を行いまし
た。広島の観光パンフレットの展示や当日に大会参加者に
渡す広島県観光パンフレット入りの袋を大勢の広島士会ス
タッフで1,000部作成。皆さまご苦労様でした。
大会当日21日、会場入り口そばで赤のブルゾンを着た広

島スタッフが前日用意した袋を大きな声で来場者に直接手

大会エクスカーションへの期待が大きく膨らんだようで
す。野口さんお疲れさまでした。
北海道建築士会は地元函館の「旧相馬邸」を紹介。翌日の

新聞に何とまさにその「旧相馬邸」が掲載されていてびっ
くりしました。
皆さんも旅行に行かれる際には、充実した内容の連合会

HP「魅力ある和の空間ガイドブックWEB版」をご覧になっ
てお出かけされてはいかがでしょうか。

の声として、会員の高齢化も進んでおり、視察場所数や休
憩時間など内容が盛
り込みすぎでゆとり
が欲しいとの意見も
ありました。これら
の参加者の意見も参
考にして広島大会に
生かしていきたいと
思います。

渡しする元気な姿。会場入りする他県の方から広島大会に
ついていろいろ質問をいただいたり、広島大会への期待も
感じました。来年の広島大会は大成功間違いなし! !
北海道士会の皆様、大会受付の邪魔をしてごめんなさい。

そして元気な広島士会の皆様、来年に向けてエイエイオー。

北海道大会　エクスカーション部会報告 エクスカーション部会部長　生田　文雄

広島ブースの紹介 総務部会　副部会長　河野　房子

女性委員会セッション風景 新聞記事

エクスカーション
Aコース

北海道建築士会　近藤さんより
ツールド北海道日本代表スタッフの
ユニフォームを頂きました!!広島ブース前でスタンバイ中
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第62回  建築士会全国大会北海道大会に参加して
 広島大会実行委員会　委員長　佐名田敬荘

■9月21日（土）9：30～ 12：30

セッション名 内　　　容
青 年 委 員 会
セ ッ シ ョ ン 地域実践活動発表

女 性 委 員 会
セ ッ シ ョ ン 和の空間の魅力を探る…ふたたび

景観・街中まちづくり
セ ッ シ ョ ン

空き家等の適正管理と利活用による
景観の向上

福祉まちづくり
セ ッ シ ョ ン

全国の観光バリアフリーと建築士に
ついて

環 境 部 会
セ ッ シ ョ ン SDGsのまちづくりに向けて

情 報 部 会
セ ッ シ ョ ン 建築士とAIとの付き合い方

防災まちづく
りセッション

事前防災活動指針や風水害復旧マ
ニュアルのReクロス

■9月21日（土）13：00～
記念講演：建築家　藤本壮介氏
　　　　　「Between Nature and Architetecture」
大会式典、大交流会 ⇒ 函館夜景ツアー

■9月22日（日）
AM：地域交流見学会（エクスカーション）
 Aコース：函館の歴史的建造物街並み見学
 Bコース：函館の重要文化財見学
 Cコース：函館の近代建築見学
 Dコース：日本遺産「江差いにしえ街道」散策
 Eコース：縄文遺跡とニセコ・小樽の街並見学

9月21日（土）、22日（日）の両日、第62回建築士会全国大会北海道大会が函館市の函館アリーナにおいて、
「Re CROSS 未来のまちに輝きを」というテーマで開催され、広島県からは97名が参加しました。
大会式典に先立って行われた記念講演会では、建築家の藤本壮介氏が「自然と建築の間に」を演題に、ご自分の設
計思想を熱くかつクールに講演。
式典では、オープニングセレモニーの江差追分に続いて三井所連合会会長からの挨拶や表彰式、大会アピールな
どがあった後、大会旗が北海道の高野会長から次回開催地である広島県の元廣会長へ引き継がれ、合わせて広島大
会のPRビデオを映写。ビデオの出来栄えの良さに、全国の参加者から好評を頂きました。
また、約1,200人が参加した大交流会でも別バージョンの広島大会PRビデオを映写、その後各支部からご当地自
慢をPR、「元気じゃけん、ひろしま！」、「広島に、きんさ～い！」と広島からの参加者全員で幟旗を振りつつ絶叫し
たこともあって大変な盛り上がりとなり、大満足な広島PRとなりました。
一昨年の京都大会から昨年の埼玉大会、今年の北海道大会と調査のため各全国大会に参加してきましたが、いよ
いよ来年は広島だと思うと身の引き締まる思いとともに、皆さんと一緒になって広島大会を成功させたいと強く感
じた次第です。

〈大会概要〉 テーマ：Re＋ 明日のまちに輝きを

北海道大会次期開催地会長挨拶 北海道大会大会旗引継
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2019酒まつりしっくい手形イベントを実施しました

 東広島部　青年女性委員会　実森　尊信

地域だより
東広島

まず、今回の台風で被害に遭われた皆様方に心からお見
舞い申し上げます。
さて、今年も酒まつり初日の10月12日にしっくい手形

イベントを開催しました。強風が続き心配していました
が、多くの方に参加頂きました。
毎年、イベント内容に少しづつ工夫を加え、参加して頂

く方に、東広島の日本酒文化を、建築を通じて知って頂く

よう心掛けています。
この地域で暮らしている私たちにとって、伝統の酒まつ

り、そして、しっくい手形イベントを今後も継続していく
ことで、建築士会を通じて郷土の繁栄に貢献し続けて行き
たいと思います。来年もよろしくお願いします。
追記：めだかすくいコーナーも設け、好評をいただきま

した。
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第8回 全国ヘリテージマネージャーネットワーク協議会総会(函館)が開催されました
 ヘリテージ委員会　濱井　義樹

第8回全国ヘリテージマネージャー（以下HM）ネット
ワーク協議会総会は、第62回建築士会全国大会「北海道大
会」の前日9月20日に函館市で開催されました。
会場は、函館市の歴史的
建造物であり、また代表的
な観光スポットでもある
「金森赤レンガ倉庫群」の
中の「金森ホール」で、参加
者数は地元北海道から鹿児
島県までの約120名でした。
17時からの総会の前は、
函館の町の成り立ちについ
てのセミナー「商いと大火」
で予習した上での「まちあ
るき見学会」です。度重な
る大火により防火線として
の広い街路整備が行われ、
復興の際には多くの建築物が不燃化され、また独特な和洋
折衷の建築物が建ち並んでいった、というまちづくりの歴
史を、かなりの距離にはなりましたが、歩いて実感するこ
とができました。
そうして、ほどよい疲労
感の中、総会の開会です。
総会は、協議会運営委員
長である後藤治氏の挨拶
によって始まり、まずは人
材養成や協議会組織の状
況など、全国各地域の状況
についての報告が行われました。
続いては、全国HMネットワーク協議会規約の改正につ
いての報告です。
各地のHM協議会では、建築士会が中心となって養成や
活動を続けてきた経緯はあるものの、大半の地域で建築士
以外にも門戸を広げており、実績も積み重ねられているこ
とから、これまで、協議会と建築士会との関係のあり方に
ついて様々な議論が交わされてきました。

これらの議論を経て、建築士会・連合会が地域ネット
ワークと同じ立場でHM協議会会員となり、ともに活動
し、組織体制を強化していくという方向性が決定したこと
から、今回の規約改正に至ったものです。
その後は、今後のHMに期待される役割のほか、規約改
正に伴う協議会と建築士会連合会の歴史まちづくり部会と
の関係性や今後のあり方についての協議が行われ、新規約
に基づく新運営委員が承認されました。
最後はいよいよ来年度
の開催地である広島県メ
ンバーの登壇です。真っ赤
なジャンパー姿の9人がス
テージに並び、突然の無茶
振りにもかかわらず佐名田
実行委員長にしっかりとま
とめていただき、「広島にきんさい！」で無事締めくくるこ
とができました。
こうして総会は無事終了
し、今度は宴会仕様に整え
られた金森ホールで大交流
会が始まりました。
大交流会には、初対面の
方々だけでなく、旧知のメ
ンバーも数多く集まって
います。そこで地元のお酒や料理をひととおり味わった後
は、総会のステージに続く、個別の「広島にきんさい！」で
す。その中では、驚くほど多くの方々から「必ず行く」との
言葉をいただきました。
来年の総会は第63回全国大会前日の11月13日、あいに
く？の金曜日ではありますが、函館よりもさらに多くの
方々が参加されるものと考えており、当然ながら、当日は
会場以外にも多くのスタッフが必要となります。
HMの方々はもちろん、建築士会会員の皆さん、全国大
会とともに広島でのHM協議会総会がより盛大で有意義な
ものとなるよう、是非ともご参加・ご協力のほど、よろし
くお願いいたします。

セミナー

金森倉庫群と函館山

総会

大交流会

広島県  総会アピール


